
所　　属　　名

（単位：千円）

分担金 0 

負担金 0 

使用料 0 

手数料 0 

財産収入 0 

寄付金 0 

繰入金 0 

諸収入 0 

その他 0 計 7,480 

備　考　欄

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

地方債 7,400 

その他 0 

一般財源 80 

その他財源の内訳

市長段階査定額 7,480 

区　　分 補正額

事業の概要　会計名

一般会計 【問合せ先】学校施設係 0857-30-8404

【１２次総の施策体系】1201

【事業の経過及び背景】
　児童の安心かつ快適な教育環境を確保するため、物品や設備の維持管理等を行う必要があ
る。

【事業の目的及び効果】
　学校生活の中で必要となる消耗品の購入や各種設備等の維持管理を行うことにより、安心
で快適な教育環境を確保する。

【事業の内容】
　令和９年度に計画する福部未来学園特別教室への空調設備設置工事に向け、令和７年度に
実施設計を行ったところ、特別教室棟１階「技術室」の天井建材にアスベストが含まれてい
ることを確認した。
　現時点では飛散する恐れはないが、今年度の夏季休業期間中にアスベスト除去に取り組む
ことで、空調設置工事に従事する作業員や空調設置後に技術室を利用する児童・生徒及び教
職員の安全・安心を確保する。

　福部未来学園技術室・顧問室兼準備室の環境改善業務等　7,480千円

［業務内容］
　○ 環境改善業務（養生・石綿除去・処分等）
　○ 安全対策業務（測定モニタリング、報告書作成等）

款 教育費

項 小学校費

目 学校管理費

補正前額 114,037 

要求額 7,480 

総務部長段階査定額 7,480 

年度 R8

教００１ 項　　目　　名 学校管理経費（小学校）

予算書項目 学校管理事務費 ページ 43

教育委員会事務局
教育総務課

所　　属　　名

（単位：千円）

分担金 0 

負担金 0 

使用料 0 

手数料 0 

財産収入 0 

寄付金 0 

繰入金 0 

諸収入 0 

その他 0 計 16,876 

備　考　欄

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

地方債 0 

その他 0 

一般財源 16,876 

その他財源の内訳

市長段階査定額 16,876 

区　　分 補正額

事業の概要　会計名

一般会計 【問合せ先】学校保健・支援係 0857-30-8416、学校給食係 0857-30-8417

【１２次総の施策体系】1201

【事業の経過及び背景】
　学校教育法第19条により、経済的な理由により就学困難と認められる児童の保護者に対し
て、学校給食費の一部を援助している。

【事業の目的及び効果】
　経済的な生活困窮家庭の児童の学校給食費の一部を援助することにより、家庭の負担を軽
減する。

【事業の内容】
　準要保護世帯における学校給食費への支援割合を現在の７割から10割にすることにより、
経済的な生活困窮家庭の児童の保護者に対する支援を拡充する。

款 教育費

項 保健体育費

目 学校給食費

補正前額 0 

要求額 16,876 

総務部長段階査定額 16,876 

年度 R8

教００２ 項　　目　　名 準要保護児童・生徒給食扶助費（小学校）

予算書項目 準要保護児童・生徒給食扶助費 ページ 43

教育委員会事務局
学校保健給食課



所　　属　　名

（単位：千円）

分担金 0 

負担金 0 

使用料 0 

手数料 0 

財産収入 0 

寄付金 0 

繰入金 0 

諸収入 0 

その他 0 計 27,445 

備　考　欄

財
源
内
訳

国・県支出金 21 

地方債 0 

その他 0 

一般財源 27,424 

その他財源の内訳

市長段階査定額 27,445 

区　　分 補正額

事業の概要　会計名

一般会計 【問合せ先】学校保健・支援係 0857-30-8416、学校給食係 0857-30-8417

【１２次総の施策体系】1201

【事業の経過及び背景】
　学校教育法第19条により、経済的な理由により就学困難と認められる生徒の保護者に対し
て、学校給食費の一部を援助している。

【事業の目的及び効果】
　経済的な生活困窮家庭の生徒の学校給食費の一部を援助することにより、家庭の負担を軽
減する。

【事業の内容】
　準要保護世帯における学校給食費への支援割合を現在の７割から10割にすることにより、
経済的な生活困窮家庭の生徒の保護者に対する支援を拡充する。

款 教育費

項 保健体育費

目 学校給食費

補正前額 29,571 

要求額 27,445 

総務部長段階査定額 27,445 

年度 R8

教００３ 項　　目　　名 準要保護児童・生徒給食扶助費（中学校）

予算書項目 準要保護児童・生徒給食扶助費 ページ 43

教育委員会事務局
学校保健給食課

所　　属　　名

（単位：千円）

分担金 0 

負担金 0 

使用料 0 

手数料 0 

財産収入 0 

寄付金 0 

繰入金 0 

諸収入 184,009 

その他 0 計 225,066 

備　考　欄

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

地方債 0 

その他 184,009 

一般財源 41,057 

その他財源の内訳

市長段階査定額 225,066 

区　　分 補正額

事業の概要　会計名

一般会計 【問合せ先】学校給食係 0857-30-8417、校務支援係 0857-30-8418

【１２次総の施策体系】1201

【事業の経過及び背景】
　学校給食費は、平成30年度から公会計へ移行。従来学校で集金し、学校給食センターが納
入業者等への支払いを行っていたものを、市の予算に組み込むことにより、市が集金し、食
材費等の支払い業務も市が担うこととなった。

【事業の目的及び効果】
　学校給食費の公会計化により、学校現場の多忙化解消や会計処理の透明性の向上などを図
る。また、児童生徒に安全・安心でおいしい学校給食を安定的に提供する。

【事業の内容】
　令和７年度の「鳥取市学校給食のあり方検討委員会」の提言を踏まえ、学校給食の一食当
たりの単価改定を行う。
　一方で、国県の「給食費負担軽減交付金」により、児童（小学校・義務教育学校前期課
程）保護者に対して、給食費負担額の軽減を行い、生徒（中学校・義務教育学校後期課程）
保護者に対して本市独自の支援を行う。

　※その他財源の諸収入は、学校給食費実費徴収金　現年分

款 教育費

項 保健体育費

目 学校給食費

補正前額 975,557 

要求額 225,066 

総務部長段階査定額 225,066 

年度 R8

教００４ 項　　目　　名 学校給食運営事業費

予算書項目 学校給食運営事業費 ページ 43

教育委員会事務局
学校保健給食課



所　　属　　名

（単位：千円）

分担金 0 

負担金 0 

使用料 0 

手数料 0 

財産収入 0 

寄付金 0 

繰入金 0 

諸収入 0 

その他 0 計 968 

備　考　欄

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

地方債 900 

その他 0 

一般財源 68 

その他財源の内訳

市長段階査定額 968 

区　　分 補正額

事業の概要　会計名

一般会計 【問合せ先】さじアストロパーク 0858-89-1011

【１２次総の施策体系】1202

【事業の経過及び背景】
　さじアストロパークは、103cm反射望遠鏡やプラネタリウム、様々な展示物、宿泊施設等
を備えた国内有数の公開天文台である。生涯学習施設として天文教育や理科教育などを担
い、地元鳥取市はもちろん、美しい星空を求めて岡山県や京阪神方面等の広い地域から年間
およそ２万人の来館者がある。

【事業の目的及び効果】
　鳥取市の生涯学習の拠点であり、天文教育や理科教育を担うとともに、県外からの多数の
来館者により地域の振興に寄与することを目的とする。

【事業の内容】
　老朽化により故障した太陽望遠鏡赤道儀の修繕を行う。

款 教育費

項 社会教育費

目 社会教育施設管理費

補正前額 40,574 

要求額 968 

総務部長段階査定額 968 

年度 R8

教００５ 項　　目　　名 さじアストロパーク運営管理費

予算書項目 さじアストロパーク運営管理費 ページ 43

教育委員会事務局
生涯学習・スポーツ課

所　　属　　名

（単位：千円）

分担金 0 

負担金 0 

使用料 0 

手数料 0 

財産収入 0 

寄付金 0 

繰入金 0 

諸収入 0 

その他 0 計 12,045 

備　考　欄

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

地方債 12,000 

その他 0 

一般財源 45 

その他財源の内訳

市長段階査定額 12,045 

区　　分 補正額

事業の概要　会計名

一般会計 【問合せ先】施設係 0857-30-8428

【１２次総の施策体系】1203

【事業の経過及び背景】
　平成18年度より主要な体育施設に指定管理者制度を導入し、民間事業者の経営感覚、ノウ
ハウ等を取り入れた施設管理を実施している。

【事業の目的及び効果】
　体育施設の維持管理を行い、市民の体育振興と健康増進に寄与する。また、主要な体育施
設に平成18年度より指定管理者制度を導入し、民間の経営感覚、ノウハウ等を取り入れるこ
とにより、市民サービスの向上につなげることを目的とする。

【事業の内容】
　令和８年度に実施する武道館空調設備設置工事に向け、実施設計を進める中で、１階補助
道場の天井建材にアスベストが含まれていることを確認した。
　現時点では飛散する恐れはないが、空調設備設置工事の時期と併せ、アスベスト除去に取
り組むことで、空調設置工事に従事する作業員や施設利用者の安全・安心を確保する。

　武道館１階補助道場　アスベスト除去業務等　12,045千円

［業務内容］
　○ アスベスト除去業務
　○ 除去後天井改修業務（環境測定含む）

款 教育費

項 保健体育費

目 体育施設費

補正前額 463,560 

要求額 12,045 

総務部長段階査定額 12,045 

年度 R8

教００６ 項　　目　　名 体育施設管理費

予算書項目 体育施設管理費 ページ 43

教育委員会事務局
生涯学習・スポーツ課



所　　属　　名

（単位：千円）

分担金 0 

負担金 0 

使用料 0 

手数料 0 

財産収入 0 

寄付金 0 

繰入金 0 

諸収入 0 

その他 0 計 12,189 

備　考　欄

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

地方債 0 

その他 0 

一般財源 12,189 

その他財源の内訳

市長段階査定額 12,189 

区　　分 補正額

事業の概要　会計名

一般会計 【問合せ先】施設係 0857-30-8428

【１２次総の施策体系】1203

【事業の経過及び背景】
　旧市民体育館の老朽化に伴い、市民体育館等あり方検討委員会や市民政策コメント等の結
果を経て「鳥取市民体育館再整備基本計画」を策定し、ＰＦＩ方式により整備を進め、令和
２年度より再整備事業に着手、令和５年６月にリニューアルオープンした。
・令和元年12月　　事業者選定
・令和２年３月　　事業契約議決
・令和５年３月　　施設引渡し
・令和５年６月　　リニューアルオープン

【事業の目的及び効果】
　民間事業者のノウハウに基づく監理・運営により、本市のスポーツ振興の拠点施設として
市民の健康寿命の増進等を図る。

【事業の内容】
① 市民体育館再整備事業の事業契約に基づき、施設の維持管理に必要な水道光熱費の計画
との差額分を追加で支払う。
② 空調制御システムの導入にあたり経費の1/2を負担する。

款 教育費

項 保健体育費

目 体育施設費

補正前額 320,261 

要求額 12,189 

総務部長段階査定額 12,189 

年度 R8

教００７ 項　　目　　名 市民体育館管理費

予算書項目 体育施設管理費 ページ 43

教育委員会事務局
生涯学習・スポーツ課


